
Ⅳ-52 飾 消 筋駆駒、ぁり秒地和81月の調資・研笏(そあl)
～荻督4(笏 珂久)～

紳魏予二物 ニ タ  0烈 夕|キ司勝

釣名人孝
二争抒 工 政  人 焦 本

押も人拳尺拳%サ タ段  米 内 潮
/.1護じ潮 (

渤曖錆浄ョ胴水‰ =ゎ:,う次水の力多オ1用しぞツし難 ・触ζでぅ静脅加汲マ‐乃り.々匂地の餘啓コストの,点、

7現在これl=残らしぃ|」rびヽl.不調う研究IJ =ウ t riλ協 設置茶帝多具棒ハしレ_残イ,え及すbレι、づ
'がゎ均力聟覇舞IJ颯ずっ二孝的為針れ耕工ず多ιとトロ'リバめ)。し, し`へ の々調曖 所えげオrJ 2キ足らずでぁ

り、 す冷濶"り多我 7●ず ミミ|・その'1遂夕、プ鮨 すみ|=しろ
い
でら。      |

2麺 淵 り 雄

の流ウ簿ら苛詢lす.死形断面で働|すク ″″深゙ lで″γ/ω

″ド迪当レをたられかソ②機ハ浅入め夫口:J米大孝の日五

翡、、め例あみでぁり、そめ及入方角0 図 /のtrlくて。ぁぅ。

堀 同卜っ、1て,物准り月先いoり、ヽバ 枠 い「くなレ魂沢
の啓 れ́窮しこさり、麟 ア́ムアップlt凍因パめうしオぇう。
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